
令和７年度及び令和８年度 第３回山梨県図書館協議会 

 

 

日 時：令和８年７月２４日（金） 

午前１０時００分～正午 

                    会 場：県立図書館２階多目的ホール 

                    

 

次   第 

 

１ 開 会                        

２ 会長あいさつ               

３ 県立図書館副館長あいさつ 

４ 新委員紹介 

５ 議 事                     

（１） 山梨県立図書館の運営状況について 

（２） すべての人に開かれた図書館利用（ユニバーサル・サービス）について考える 

  （３） その他 

 ６ その他   

（１） 令和７年度図書館評価の外部評価について 

（２） その他 

 ７ 閉会                        

 

【配付資料】 

１ 次第 

２ 委員名簿一覧 

３ 座席表   

４ 設置根拠 

５ 資料 

    資料１ 山梨県立図書館の運営状況 

資料２ ユニバーサル・サービスの取り組み状況について 

資料３ 令和６年度の基本方針と自己点検・自己評価と外部評価 

資料４ 基本的運営方針と評価項目・評価指標一覧 

６ 附属資料 

①令和８年度山梨県立図書館組織図・山梨県立図書館指定管理者      

②令和８年度要覧 

③山梨の図書館２０２５ 山梨県立図書館白書 
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２．協議テーマ 

「すべての人に開かれた図書館利用（ユニバーサル・サービス）について考え

る」 

山梨県立図書館は、平成 24 年 11 月 11 日に現在のＪＲ甲府駅北口に新築・移転し、県民

とともに成長・発展していく「山梨県民図書館の構築」を目指し、誰もが利用でき、幅広い

分野で知識が得られ、日々の仕事や生活に役立てていく「すべての県民のための図書館」を

はじめとする６つのコンセプトを掲げて運営を行ってきた。 

また、情報提供の担い手の一つである図書館は、知識や情報の世界の入口として、誰もが

気軽に利用できる「開かれた図書館」「地域に役立つ図書館」として、多様化する利用者ニ

ーズへの対応に取り組んでいる。 

 人生 100 年時代を見据え、あらゆる障壁（バリア）の有無にかかわらず、誰もが利用しや

すい読書環境を整える必要があると考える。子どもから大人まですべての県民が、平等に情

報や知識にアクセスできるようにするためにはどうしたらよいか。また、図書館を利用した

ことのない県民に、図書館に興味を持ってもらうにはどうしたらよいか、多様化する利用者

に配慮した図書館サービスについて、それぞれの立場からご意見を伺いたい。 

 

■ユニバーサル・サービスへの取り組み状況について 

 

（１）ユニバーサルデザインへの対応について 

  

①館内施設・設備面 

・着脱可能な点字ブロックを設置 

 当館は駅からのアクセスが良好であることから、年齢、性別、国籍、障害の有無などに

かかわらず、すべての人が利用しやすい施設環境の維持に努めている。これまでの固定

用に加え、必要なタイミングで敷設・撤去が可能な屋内専用点字ブロック（視覚障害者

誘導ブロック）「屋内用視覚障害サポートマットほたる」の、点状タイプと線状タイプ

を設置する。 

名称 用途・機能 対象 導入台数 既設台数 

屋内用視覚障害サポ

ー ト マ ッ ト ほ た る

（点状タイプ・線状

タイプ） 

脱着可能な屋内専用点字ブロック（視覚

障害者用誘導ブロック） 

必要なタイミングで敷設・撤去が可能（フ

ロア用、カーペット用） 

視覚障害者 各 10 セット 新規 

 

②読書支援機器（読書サービス室に配置）  

・読書支援機器の更新 

公共図書館に支援機器が整備されていることは、利用者が実際に手に取って試す機会

を提供するとともに、読書環境整備の促進にもつながる。 

資料２
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現在、設置されている読書支援機器は、導入から 10 年以上が経過していることから、

多様化する利用者に配慮した利用環境の整備を図るため、今年度中に読書支援機器の

更新を進める。 

・読書支援機器展示コーナーの設置 

所蔵台数が増えることから展示ケースを活用し、従来のバリアフリー図書コーナー「り

んごの棚」「だれでも読書の棚」と連動した読書支援機器の展示コーナーを設け、ユニ

バーサル・サービスと関連資料を PR する展示棚として、広報活動に取り組む。 

名称 用途・機能 対象 導入台数 既設台数 

拡大読書機 ルビー

HD５インチ（トラス

トメディカル）（携帯

型） 

持ち運び及び携帯が可能な拡大読書であ

り、拡大率や色設定が可能。視覚に障害があ

る方が画像や文字の確認が可能となる。 

視覚障害者 

高齢者 

2 台 新規 

よむべえ 快速よむ

べえ 読み上げモデ

ル（アイメディア） 

印刷物を読み取り、文字と音声で読み上げ、

画面で大きく表示する音声と拡大表示両用

の読書器。 

視覚障害者 １台 １台 

プレクストーク （再

生機、録音機） プレ

ク ス ト ー ク PTR3 

（シナノケンシ） 

DAISY 形式の図書に対応した再生機及び録

音機。 

視覚障害者 各２台 各２台 

点字プリンター マ

ルチ点字プリンター

（よむべえ） 

点字データを紙に印刷するための機器。 視覚障害者 1 台 １台 

点字ラベラー BL-

1000 LINK(ケージー

エス) 

透明粘着テープに点字を印字するための機

器。 

視覚障害者 1 台 1 台 

レーズライター （表

面作図器）作図用ノ

ック式ボールペン付

（サントモ工業） 

特殊な用紙をセットして、専用のインク無

しボールペンで文字や図形を用紙に書く

と、通常は凹状に残る筆跡が凸状となって

浮き上がり（その部分がミミズばれのよう

に盛り上がる）、書きながらその内容を指先

で確認することができる器具。主に形を伝

える際に使用する。 

※１F・２F カウンターに１器ずつ整備 

視覚障害者 2 個 1 台 

RETISSA ON HAND 

（硬膜投影視覚支援

機器） 

カメラで投影した画像について網膜投影を

行う機器。ズーム機能や画像処理機能（明る

さ調整、白黒反転などが可能）。 

視覚障害者 

高齢者 

1 台 新規 
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③読書補助具（カウンター等に配置） 

・読書補助具の充実 

読書支援機器とともに、多様化する利用者に配慮した利用環境整備の一環として、今年

度中に読書補助具の充実を進める。 

名称 用途・機能 対象 導入台数 既設台数 

拡大読書器 据置型

拡大読書器メーリン

HD24（日本テレソ

フト） 

文字を拡大したり、コントラストを調整す

るなど視認性を向上するもの。 

視覚障害者 １台 1 台 

筆談ボード 電子メ

モパッド 8

（prendre） 

聴覚や発声に障害がある者と意思の疎通を

行うために筆談を行うための器具。 

 ※各カウンターの窓口の数にあわせて整

備 

聴覚障害者 

発声障害者 

言語障害者 

8 台 4 台 

レーズライター（表

面作図器）作図用ノ

ック式ボールペン付

（サントモ工業） 

特殊な用紙をセットして、専用のインク無

しボールペンで文字や図形を用紙に書く

と、通常は凹状に残る筆跡が凸状となって

浮き上がり（その部分がミミズばれのよう

に盛り上がる）、書きながらその内容を指先

で確認することができる器具。主に形を伝

える際に使用する。 

※１F・２F カウンターに１器ずつ整備 

視覚障害者 2 台 １台 

リーディングトラッ

カー（BIBLIO 

PHILIC） 

読みたい行の両隣の行の文字を隠して読み

進めるための、読書補助具。読書が困難な者

のために誕生した補助器具であり、ディス

レクシア（読字障害）や視覚障害（視野狭窄

や黄斑変性）、集中が難しい子などに有用と

されている。 

 ※１カウンターに５個×３カウンター 

 カラーバリエーションおよびサイズ違い

を用意 

視覚障害者  

ディスレク

シア 

１５個 新規 

 

（２）館内掲示物や配布物のユニバーサル化への対応について 

 

 ①館内掲示物 

  利用カード申請や広域返却サービス、蔵書点検のお知らせなど、これまでも各種案内等

に英文併記して掲示しているが、館内掲示物の一部見直しを図った。 

・飲食禁止の掲示物 
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直感的なわかりやすさ最優先し、具体的なイラストを用いるこ

とで、日本語・英語以外の言語の併記はしないこととした。 

【工夫した点】 

・具体的なイラストを用いた。 

・読みやすさを優先し、日本語、英語ともにフォントを UD フ

ォントで統一した。 

・サイレントルームの座席表示 

サイレントルームの座席利用では事前申し込み手続きが必要

となるが、特に日本語を母国語としない方には、ルールが分か

りにくい状況にある。そのため、申し込みが必要である旨を伝

える座席表示を掲示した。 

【工夫した点】 

・フォーマットを他の座席表示と合わせた。 

・「この席は申し込みが必要です。座席申込端末で申

し込みをしてください」という文章を英語、ベトナ

ム語、中国語、ポルトガル語、韓国語で併記した。 

・禁止事項等すべてを多言語にすることはできない

（サイズの関係上）ため、漢字にはふりがなをふり、

イラストを用いた。 

・閲覧席の座席表示 

館内の閲覧席は、エリアごとに目的別の利用席を設定し

ているが、特に日本語を母国語としない方には、利用ル

ールが分かりにくい状況にあることから、利用ルールを

伝える文言を追加した。 

合わせて、館内の配置図の案内板にも、同様に掲示した。 

【工夫した点】 

・フォーマットを他の座席表示と合わせた。 

②各種利用案内、リーフレット等配布物 

「どの程度まで対象を広げるかは難しい問題」との

ご意見を踏まえ、「利用状況から外国籍の利用者の大

まかな地域が特定できることから、その地域から実

施していくのが適

当ではないか」との

アドバイスを受け、

英語版から取り組

んでいるところで

ある。 
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・公衆無線 LAN（WiFi）接続ガイド

（英語版） 

・2階閲覧席案内（英語版） 

図書館の利用ルールが日本語を母

国語としない方には分かりにくい

状況にあることから、比較的窓口で

の問い合わせの多い内容について、

作成・配布を行っている。 

【工夫した点】 

・日本語版と併用できるようフォ

ーマットを統一している。 

・利用状況や本県の在留状況などから外国籍の利用者の大まかな地域を特定し、その地

域の言語を中心に取り組んでいる。 

 

（３）読書バリアフリー資料の充実について 

 

①デイジー図書（デジタル録音図書） 

代読サービス分野の図書館協力員に協力いただき、『山梨県史 概説編』（山梨県／編 

山梨日日新聞社 2008.1）の音訳作業に取り組んでいる。令和 8 年度中の音訳完了を目

指している。 

※図書の本文を音声にして録音し、見出し機能を付けた音声デイジー。 

※利用や貸出を希望する方は、図書館利用登録の他に、障害者サービス利用登録が必要。

来館が難しい方には、郵送貸出サービスを実施。 

【工夫した点】 

 ・「プレクストーク」（デイジー形式の図書に対応した再生機／録音機）などの音訳図書

再生機を新たに 2 台購入するとともに、機器本体に音訳図書をダウンロードできる

音訳図書再生機「ポケブック VineC1」を複数台購入することを検討している。 

・音訳図書再生機の周知及び活用の促進を図るため、県内の公共図書館及び公民館図書

室への貸出を行っていることから、新たにそれぞれ 2 台を配置し、さらなる利用促進

に努める。 

・また、音訳図書再生機の個人貸出は行っていないが、機器本体に音訳図書をダウンロ

ードできる音訳図書再生機の導入にあたり、今後は、障害者サービスの利用登録者に

機器ごと個人貸出できないかなども検討していく。 

②布絵本 

子どもたちに多様な読書の方法を身近で体験する機会を提供するため、バリアフリー

図書をセットにした学校支援セットを提供している。支援学校からのリクエストを受

け、布絵本を中心とした絵本による支援セットの追加を検討していく。 
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③外国語図書 

今年度は予算の増額が認められたことから、所蔵数の少ない言語の資料を購入し、蔵書

を補完していきたいと考えている。具体的には、山梨県内の在留外国人数の上位の国の

母国語のうち、まだ蔵書の少ないベトナム語、タガログ語（フィリピン）、ネパール語

をはじめ、インドネシア語、ヒンドゥ語、アラビア語、ウルドゥ語（パキスタン）、ク

メール語（カンボジア）、トルコ語、ポルトガル語、スペイン語などの資料の収集を図

っていく。 

現在、外国語を取り扱う専門書店の Web ストアや、カタログ等から選定している。 

【工夫した点】 

・日本語と外国語が併記されたバイリンガル資料についても積極的に収集している。 

・多言語ややさしい日本語で書かれた郷土資料・行政資料・県人著作も積極的に収集し

ている。県内に住む外国人が山梨県について知ったり、山梨県で住む上で必要な情報

を得ることができるような資料の収集、受入に努めている。 

 ④電子書籍 

外国語のものは少ないが、日本語と英語が併記されたバイリンガル絵本や、音声でも楽

しめる電子書籍ならではの本など、外国人、日本人、障害者もともに楽しめる本を積極

的に購入したいと考えている。 

※障害者サービス登録がなくても利用できるバリアフリー資料としては、電子書籍、大

活字図書、LL ブック、布の絵本、点字付き絵本・さわる絵本、手話付きの本、朗読 CD、

バリアフリー日本語音声ガイド字幕付き DVD などを所蔵し提供している。 

⑤その他（言語分野に関する資料） 

館長が言語学者であることから、言語分野に関する資料は以前から積極的に収集、受入

している。 

【工夫した点】 

・加えて近年は、外国人が日本語を覚えるための資料や、日本人が外国語を覚えるため

の資料など、ユニバーサル社会に寄与する資料についても積極的に収集、受入を進め

ている。 

 

（４）多様化する利用者に配慮した図書館サービスへの取り組み 

 

①読書支援サービス（障害者サービス） 

・「障害者サービス利用登録」名称変更について 

「障害者サービス」を周知し利用していく上で、障害の有無にかかわらず、図書館を利

用する際に不便を感じている人が利用しやすい名称への変更を、担当内で検討してい

る。 

【工夫した点】 

・障害者手帳を持ってはいないが、高齢の利用者で文字が読みにくくなり、不便を感じ
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ている方などは、「障害者サービス利用登録」名称では利用しにくいというご意見を

踏まえ、「代読サービス」など読書支援サービスを利用してもらえる機会の拡大につ

ながるように見直しを進めている。 

 ・障害者サービスの広報について 

 障害者サービスをはじめ、代読サービスやデイジーセット貸出などのちらし配布先に

甲府市中央地域包括支援センター（甲府共立診療所内）を新たに追加し、配布を依頼し

た。また、県の広報等を通じたラジオスポット放送による情報発信にも取り組んでいる。 

【工夫した点】 

・外部メディアの活用や地域との連携により、障害者サービスに広がりが生まれるよう

工夫した。また、障害に合った広報手段を選択した。 

・特別支援学校生徒のインターシップ受入について 

 今年度から特別支援学校などに通う生徒をインターンシップとして受け入れる機会を

とらえ、さまざまな障害者サービスを周知し、今後の利用強化につなげていく。 

【工夫した点】 

・障害者本人やサポートしている人たち専門家の意見を聞くことが大切とのご意見を

受け、今後の利用強化につながる取り組みとしたい。 

・各種読書支援機器、読書補助具体験会について 

 障害者サービスの周知と今後の利用強化につなげていくために、さまざまな機会を通

じて、利用者が実際に手に取って試す読書支援機器、読書補助具の体験会を開催する。 

□「レイテッサ（硬膜投影視覚支援機器）体験会」 

・昨年度、体験会開催の打診をいただいたが、都合により実現しなかったため、今年度

中の開催を検討している。 

□「特別支援学校の生徒による体験会」 

・今年度から実施する特別支援学校の生徒を対象にしたインターンシップにおいて、読

書支援機器の紹介や体験プログラムを設けるとともに、図書館のサービスがどれだ

け認知されているか、また紹介した機器類を実際に体験した感想など、障害者本人や

引率される支援学校の先生の声を聞くことを計画している。 

【工夫した点】 

・障害者本人やその人をサポートしている人たちの意見を聞くことが大切とのご意見

を受け、今後の利用促進につながる取り組みとしたい。 

□「バリアフリーおはなし会」 

・点字つき絵本や布の絵本など、「りんごの棚」コーナーのバリアフリー図書を使った

おはなし会を、よむよむスペースにて開催している。読み聞かせを聞きながら、実際

に絵本に触り、点字や樹脂インクで印刷された絵の輪郭や模様を確かめたり、布の絵

本のボタンをとめたり、外したりする体験ができる。今年度は、読書支援機器の紹介

や実際に機器に触れる体験プログラムを計画している。 

【工夫した点】 
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・様々な方に使ってもらえる体験イベントを開催し、広報につなげてはどうかというご

意見を受け、職員による利用紹介と体験プログラムを通じて、図書館サービスの周知

と利用強化につながる取り組みとしたい。 

・「まーの・あ・まーの 手話によるおはなし会」について 

・きこえない子どもたちや手話に関心のある子どもたちを対象に、手話によるおはなし

会を年 1 回開催している。参加した子どもたち同士の交流を促すとともに、保護者や

一般見学者に対しても、手話への理解を深める機会となっている。 

【工夫した点】 

・手話のおはなし会は、自館単独での開催が難しいため、「まーの・あ・まーの」に協

力いただき、共催で開催している。 

②多文化サービル（日本語を母語としない人へのサービス） 

・各カウンターに AI通訳機 POCKETALKを設置 

現在配置しているコミュニケーションシート（ピクトグラム、簡単な日本語及び外国語

を記載したシートを用いて指差しでコミュニケーションを取るためのもの。対応言語

は、やさしい日本語、英語、タガログ語、朝鮮語、中国語、ベトナム語の 6 言語。）と

ともに、日本語が堪能ではない外国人とのコミュニケーションを行うことが可能とな

る。 

また、文字の読取り機能を活用することで、館内掲示物や利用案内、リーフレットの対

応言語の補完が可能となる。 

名称 用途・機能 対象 導入台数 既設台数 

POCKETALK AI 通訳機であり、双方向に自動通訳及び

文字を撮影して翻訳することが可能。日

本語が堪能ではない外国人とのコミュニ

ケーションを行うことが可能となる。 

外国人 3 台 新規 

 

・交流イベント等の開催 

□「外国語の絵本読み聞かせ」の開催 

・図書館協力員による外国語の絵本の読み聞かせを年６回開催している。 

乳幼児から小学生まで、幅広い年齢の親子が参加しており、外国語に興味や関心を寄

せている子どもたちにとって、さまざまな言語に触れ、文化や言語の多様性への理解

が育まれる機会となっている。また、日本語を母国語としない子どもたちの参加がな

いことが課題となっている。 

【工夫した点】 

・英語、イタリア語、フランス語に加え、新たにドイツ語を取り入れ、さまざまな言語

による絵本の読み聞かせや、英語の歌に合わせて体を動かす手遊びを実施している。

また、季節ごとにプログラムを工夫しながら開催している。 

・広報面では、日本語を母語としない方々への周知を目的として英語版チラシを作成、
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配布している。さらに、周知には口コミの影響が大きいことから、キーパーソンとな

る人物とのつながりを構築し、情報を効果的に広めてもらうための工夫が必要であ

るとの意見を踏まえ、県の SNS を活用した情報発信にも取り組んでいる。 

□ことばのひろば「○○○チャチャチャ！日本チャチャチャ！」を開催 

・県内に在住の外国籍の方に講師を依頼し、図書館協力員による国際交流事業として、

年４回開催している。 

【工夫した点】 

・使用する言語にかかわらず、参加者同士が互いの文化や言語を通じて交流できるよ

う、簡単な会話表現をまとめたワークシートを配布して会話を促したり、民族音楽に

合わせて体を動かしたりするなど、体験的な要素を取り入れたプログラムを工夫し

て実施している。 

・また、広報においては、日本語を母語としない方々への周知を図るため、英語版チラ

シを作成・配布しているほか、新聞のイベント情報欄等を活用し、情報発信に努めて

いる。 

□外国語の絵本の読み聞かせと外国文化紹介イベントへの取り組み 

・外国にルーツを持つ子どもたちが、母語に触れる機会を提供するため、ネイティブに

よる外国語の読み聞かせや文化紹介イベントを、今年度中に開催する。 

・また、年々増加傾向にある在留外国人の利用促進を図るため、使用する言語に関わら

ず交流ができる場としてのプログラムを提供する。 

・国際理解に興味、関心のある小中高生にも参加してもらい、異なる背景を持つ子ども

たちが読書イベントを通じて交流することで、読書習慣が根付くとともに、文化や言

語の多様性への理解が育まれ、共生社会の基盤形成につながるよう工夫する。 

【工夫した点】 

・在留外国人を含むすべての県民に開かれた学びの場づくりを進め、共生社会の実現を

目指す。 

・情報サテライト 2 資料紹介展示「Welcome to Yamanashi! ～山梨とであう・山梨でく

らす～」への取り組み 

県の生活・観光情報に関する多言語資料をはじめ、多文化共生の取り組み、言語習得、

外国人雇用に関する資料を紹介する展示を、7 月 26 日（日）まで情報サテライト２で

開催している。 

【工夫した点】 

・配布している展示資料リストには、地域に移住してきたばかりの外国の方にも活用い

ただけるように、災害情報（「やまなし防災ポータル」）や病院などの医療情報（「医

療情報ネット」）、多言語対応の相談窓口情報（「山梨県国際交流・多文化共生センタ

ー」）などの、QR コードを設けている。 

・多文化共生に関わるイベントのチラシや、県内の日本語教室のチラシなども県から取

り寄せ、配布している。 


